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一月申旬の北天（午後九時頃）
　　　　軸月の星の空（北：箏）
木枯しの彼方，白鳥に沈み・
セブエ亡カジナペアに其れに績き，地下ヘミ急ぐ・
其れに引きかへ大熊ご獅子劃工相競ひて東北の地李より登
　　る，，小貫巨も亦一
天fil：it偉大なる太陽星カペラ亡其の子星ナニちが時な得顔．
ペルセ座に燈蜜星アノレゴル’が永久1：其のse則正しい．明滅をくり
　　かへしてみる．
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一月中旬の南天（午後九時頃〉
コ月の星の空（南：孚）
臼蓋ナンe，其の赤星，青星，「：Eつ星」，星雲な中心ビして，
一歩御：先きを承にる牛座t其のすばる宿，
あεからit大犬ピ小犬，
　此～し等【こ挾まれる冬の銀河．
冬の夜の鏡ごさE．，シンセリテイピ，紳々しさ書な此等の星々
　の配列に見ぜ（，足取り強く，天にめぐる・
　一年に一度の，此の冬の星座の美々見る者lt幸ひなり・一・
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二月中旬の北天（午後九暗頃）
二月の北天の空
正北の高み［：　SU　7こ、く北極星を爾側から挾んで，
右にば大熊の北斗七星が直立し・
左1：i［カシナペアの愛らしいWが逆立してみる．一
小熊の星列ε共に，此等の咄々［i，天然が人の世に教へる大き
　い時計である・時分秒た測る［：t’歳紀な数へるIZも・人造
　の機械以上の精巧ぜ正確ピ准星に與へる．
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二月中旬の南天（午後九時頃）
＝月の南天の空
天の河に直立して天に甕へ，
ナリナンミ大犬ピは星空の中央最高位に其の誇らしい輝や｛き准
　恣いまsにしてるる・
南の水亭線が蓮く開けナこ土地から【t，低く，ア，レゴ座の一角に
　カノボスの珍らしい光を見るのも，eVit今であろ・一
　寒い時の星覗き　1：　［t，苦痛な償ふに足るだけの便に得られる・
嚢へ行く火星の光な牛座に追ふのもあにれである・
32
鵠蒙徽き、
??
　　．??．?態
壁
二三回議
㌫澱．　＼，
…謎’@　　ぞ
iNs．
鷺
?．
（．?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バlj一天女蔓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世界天文峯蓮り……其一）
　セイヌの流れ毒少しく南（：離nたreンパPtナスの丘の上に，大きな四府模な中心t
する庇の天文峯［t，ルイ十四世の暉々受けてJ・D．カ“■＝が創立し，其の子カシニ・
孫カシニ・副二其の子カシニt，同じ家族が四代つづいて峯長ピなつt：所である・ナ
Ptレナン時代（：tlラプラス，第十九世紀に入ってからにアラゴ，　Pti　，J　＝p等の天オ
7こちが，皆此所t：tUta）5e構へて學界に閑々吐き，フランスの名響ミ誇りな葉めた・一
頭此の揚所に，パリ市内の可なり賑やかな携り’L“なってしまってみるが．正門より正
しく北にL天文峯プ彪ゲー祠の大通りた越へてりユクサンプー彪の美術館ぜ相野して
みる・此の腐眞に．北面して，天文肇な裏側から見た景色であるから，1正門もLプル
ヴールコも見えないが，紅潮に高くパンチtンの塔が見えてみる・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ‘ツサー国樹天女蔓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世界天慶潮懸り……其二）
　ニウ目一ク州の中ほこ・ホドサン河の東岸t：立つPtキプシーの市はプサー女子三盛
のために有名である・此の仙院の天丈毫で，アメi）雪天文學會の第三十一回大曾が開
かれるぜいふので，自分は1922年末に近い二十七日，ケンプ”ソチから此の市に着も
フアネス女史に迎えられて，學th寄宿舎の一室に案内dられた・一翌朝，起きて見
れば大＄が降って，家も木も皆銀色に美しい・珍らしい景色で，小見のやうに元氣付
いた自分tt早速外へ飛び出して，いろ々々の景色なカメラ［：牧めた。批の窩es［t其の
時撮つt：天爵姦の醒景色である・冬枯れの木々の間（：，L十二吋「の屈折望遠鏡為入れ’
ナニドーム々中央にして，教授ミ研究ピのため［：一揃ひの設備を持ってるる．窟眞の右
の手前1：子午線機械の窺測室があり，其の近くには，寒暖計准入れた百葉箱なごが置
かれてある・一アメ，Jカtして．何も誇る1：足りない一天文園で［tあるが，此の建
物ミ設備ゐ樋じて，女學生だちが星t宇宙の瀞秘戯敦へられる幸風ち日本でit未だ
見られない圖であろ．（山本）
